
1. 永久機関(続) 悲しむな！とは言いません。でも、俳句は厳しい制限があることで、むしろ 
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表現が豊かになります。自
然に学びながらチャレンジ
していきましょう！ 

 世の中に絶対はありません。現代科学の理解からすると絶対ありえないということです。もしも皆さん
の中でチャレンジしたい人がいたら、もちろんチャレンジしてください。しかし、過去の人々の努力、宇
宙の観測結果を馬鹿にしてはいけません。そして皆さんの挑戦を待っていることは他にも沢山あります！ 

２. 第2種の永久機関 

 第2種の永久機関は、物質の出入りや、
外から力が加えられなくても回り続け
られますけれども、熱の出入りがある
のがポイントです。太陽が輝き続けて
いる間は温度差ができ、温度差で発電 
できます。地球上の風もそうです。 

３. 第３種の永久機関        回転運動につい
ては、後日学びましょう。地球
が回っていることは、どうして
そう感じないのか。逆に回って
いるのは、どう確かめるか？ 

物体には円運動を続けよう
とする性質があります！ 

そうなってほしいと思う人
がいることが意外でした！ 

 そういった類のおもちゃはいくつかありますね。多
くは電気製品です。電源がなければ止まります。永久
機関ビジネスに引っかからないようにしましょう！ 

３. 落体の法則  高校数学Iで
２次関数を学び
ますね。物理を 

 と、思っていたら、高校で落
体の法則を教えているのですね。
大体、（ｍで測った落下距離）
＝５×（秒で測った落下時間)２ 

 個人的には「NHKやる
な」ですけど。皆考える
ことは同じということ。 

 NHK と同じ事をしています。ただ私は１本の
動画から、いろいろな落下時間の映像を切り出
して並べただけです。(目で見タイムで検索！) 

 世界の中に数学がひそんでいる！ 
 落ちる高さではなく、落ちはじめから
の時間に比例して速く落ちるようになり
ます！ 

 その通りです！想像
しながら卓球してくだ
さい！ 

交えて教えてくれればいいのに（つい
でにウルトラセブンも）と思います。 
 



４. 落体の法則と重さ  すばらしいアイデアです！重さによって落ち
る速さが違うなら、うまくやれば一直線になり
そうです。あの番組の冒頭には、こんなせりふ
があります。「それは本当でしょうか。だから
やってみなくちゃわからない。大科学実験で」 

 おおっ！小学校で大科学実験！結果
はどうでしたか？ 

 実はその通りで、空気抵抗がなければ、同時に
落下します。なぜって？なぜかそうだからです。
それを出発点に物理学が組み立てられています！ 
でもそれは本当でしょうか？どう実験しますか？ 

５. スローモーション 
 「なんとなく当たり前」なこ
とに新たに気付くことができた
ら、皆さんは「自由」になった
のです。リベラルアーツです。 

そして、学んだことを、自分が知っているこ
とに結び付けて、再発見できるのも、円谷さ
ん並に素晴らしいことだと私は思っています。 

６. 私たちと物理学 

皆さんの頭の中に、既に
物理学が！！！ 

次の課題としては、なぜ、人間
はそう認識するのか、ですね。 

 サッカーの場合でも、練習しないで無意識
に蹴ってうまくいくのではなく、練習した上  
         での話だと思います。 

 逆に恐ろしいと思うのも理
解できます。いつの間にか形
成された先入観から自由にな
れないことの現われです。少
なくともそれを理解すること
でちょっと自由になります。 
 物理学が人間の自然に対す
る理解のし方だ、ということ
は常に意識したいです。 



７. その他  夢を壊してしまってごめんなさい！物理学は夢を壊す、と言われます。でも、逆に 
夢を見れたのも科学的な技術に
よるものです。そして、円谷プ
ロは、子供向けであっても、全
力を注ぎ込んでいました。その
姿勢は見習いたいものです。 

 なぜ学ぶのか、いろいろな視
点があります。しかし、学ぶこ
とで先入観や固定観念から自由 

になるという視点は、とても重要な観点です。 
皆さんはこれまで学んできたのはなぜです
か？なぜこれからも学んでいくのですか？ 

 これもリベラルアーツです
ね。他の人の考えを知ること
で自分が狭い範囲で考えてい
ることに気付くこと、そもそ
も気付けることが大事です。 

 前回もお伝えしたように、大
学こそノートをとって下さい。
ノートをとりながら講義を聴く
のは、もちろん、易しいことで
はありません。練習が必要です。 

書くことよりも、聞いて理解することに集中し、
書くのは自分の言葉にするようにしてみてはどう
でしょう。左のコメントの人は練習でできるよう
になってきているようです。 

 勉強は、(1)言葉の意味を把握すること  (2) 言葉で表
されるものの関係を把握すること (3) 練習して自分のも
のにすること がポイントです。このうち、(1) に関して、 
日常用語が別の意味で使われることもあるので注意！！ 

 おそらく、今後、日本で
もエボラ出血熱発症者が出
るでしょう。そもそも、ア 

フリカで感染している人たちは、どうやって救うことができるでしょうか。世界の食糧備蓄は８０日程度し
かない、と、聞いたことがあります。何らかの天変地異があったときに、食料はもつのでしょうか。津波や
地震の恐怖に対して、私たちはどんな答えを持っているのでしょうか。デフレはなぜ起きるのか。100人に3
人は自殺するような日本社会で、今後、多くの人が普通に働いて幸福感を得られるような社会を作っていく
にはどうしたらいいのか。みんなで解決するためには、みんなで考えなければなりません。 

次週（10月23日）は休講です。補講日程は後日お知らせします。 


